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第２編 水道事業 

第 1章 水道事業の現状と課題 

 

１ 給水人口と有収水量 

  当市の塩田地域全域及び川西地域の大部分は、長野県営水道事業の給水区域であり、

当市水道事業では、長野県営水道事業の給水区域以外の区域に給水を行っています。 

平成 30 年度末の給水区域内人口(※1)は 134,302 人、給水人口(※2)は 134,020 人であ

り、普及率(※3)は 99.8％となっており大多数の市民に水を供給している状況です。 

 有収水量(※4)については、普及率が 100％に近いことから給水人口の減少が直接有収

水量の減少に結び付くことが見込まれ、更に、市民の節水意識の高まりや節水器具の普

及により、今後も継続して減少していくものと見込んでいます。 

 給水人口の減少に伴い、有収水量の減少が懸念され、水道料金を現行のまま維持した

場合、給水収益（水道料金収入）が減少することが見込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績値（H26 年度～H30 年度） 推計値（R1 年度～R11 年度） 

※給水人口は外国人を含む。 
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２ 水道施設 

（１） 施設の概況 

当市の水道は、大正 12年 6 月に上田地域(旧上田市)で給水を開始し、昭和 31年 

に武石地域(旧武石村)、昭和 34 年に真田地域(旧真田町)、昭和 35年に丸子地域(旧 

丸子町)で順次給水が開始されました。高度成長期以降は、水需要の拡大に応えるた

めに水道事業は順次拡大し、平成 18年 3 月の合併と経営の統合により、給水区域面

積(※5)115.13k ㎥、給水人口 14 万 2 千人余りとなり、3 上水道事業、11 簡易水道、

1専用水道の合計 15 事業で新たな上田市水道事業を発足しました。 

その後、水道事業を取り巻く状況が大変厳しい中、簡易水道事業(※6)の経営基盤 

の強化と水源の有効活用、効率的な水運用等による安全・安心な水の安定供給など、 

水道事業の運営強化を目的に水道事業統合を進め、平成 26年度に一次統合として 

菅平上水道事業と真田地域の簡易水道事業の統合、平成 28 年度に二次統合として、 

上田・丸子・真田水道事業及び岩清水・深山・武石・獅子ヶ城簡易水道事業の全て 

を「上田市水道事業」として一本化しました。 

これら水道事業における水源の状況は、千曲川をはじめ神川、依田川の表流水、 

内村川のダム水、地下水や湧水など 28箇所、浄水場は染屋浄水場、腰越浄水場など 

5 箇所を数え、浄水処理方式は、緩速ろ過、急速ろ過、膜ろ過方式(※7)、紫外線照 

射の 4種類で処理を行っています。 

また、送配水施設においては 150 箇所、配水能力は 84,018 ㎥/日、管路延長は 

1,026.76km にのぼり、多種多様な施設で運営されています。 

水道施設は、創設当時や事業の拡張時、高度成長期に急速に整備されたままの施 

設が多く、老朽化が進行し、今後更新のピークを迎えつつあるため、計画的な設備 

更新や施設統合を順次進めていく必要があります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上田市水道事業の統合状況】 

 

深山簡易水道事業

―
―
―

　　　　　　　　　　　　　　　年度
事業（市町村合併時） 平成26年度 平成28年度

上田上水道事業
岩清水簡易水道事業
丸子上水道事業

　認可変更
 （二次統合）

3水道事業、4簡易水
道事業を「上田市水
道事業」として統合

武石簡易水道事業
獅子ヶ城簡易水道事業
菅平上水道事業
宮浦簡易水道事業
大日向簡易水道事業
長中央簡易水道事業
大良簡易水道事業
傍陽中央簡易水道事業
本原西部簡易水道事業
傍陽西部簡易水道事業
三島平専用水道

―
―
―

　認可変更
 （一次統合）
　
1水道事業、7簡易水
道事業、1専用水道を
「真田上水道事業」
として統合
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（２） 安全かつ安定した水源の確保 

上田市水道事業は 15 の湧水水源を有していますが、湧水水源の中には大雨の後に 

わずかに水質が変化するなど、気象の影響を受けやすい水源であります。現状では 

水質的に問題ありませんが、近年、気候変動による短期間の集中豪雨被害が頻発し 

ており、さらなる水道水の安全性の向上を目指すに当たっては、これら気象の影響 

を受けやすい湧水水源への対策が課題のひとつとなります。 

 現在、実施している真田地域のつちや水源の開発が完了すれば、染屋浄水場の給

水区域の一部を切り替えることが可能となり、浄水処理の経費やポンプ費用の低減

につながります。 

また、傍陽地区の一部は、深井戸 1 水源のみを水源としていて予備水源がなく、 

   取水事故に備えた予備水源や代替水源の確保も課題となっています。その他の地区 

   においても水源事故への備えや水運用の効率化に向けて、配水系統間での相互融通 

   機能が必要です。 

 

（３） 施設・管路の老朽化及び耐震性の不足 

    水道施設の中には 1960 年以前に建設された施設があり、これらは速やかに更新す 

る必要があります。またそれ以降に建設された施設も間もなく更新時期を迎えるた 

め、継続的な修繕及び更新を実施していかなくてはなりません。 

管路についても法定耐用年数は 40年と定められており、1970 年以前に布設された 

管路は、現段階で法定耐用年数を超過していることになるため、速やかな更新が求 

められます。さらに 1980 年から 2000 年のピーク時に布設した管路が今後更新時期 

を迎えることとなるため、計画的に更新を実施していかなくてはなりません。 

 

３ 災害・危機管理対策 

近年、東日本大震災、熊本地震などの大規模地震が頻発し、特に令和元年東日本台風

（台風 19号）では、上田市の上水道施設も多大の災害を受けました。 

管路や施設の破損により断水が広範囲で発生するなど、住民の日常生活に多大な影響 

を及ぼしており、主要管路や浄水場等の基幹施設の耐震化や豪雨対策の取り組みなど、 

広域的な自然災害に対する減災・防災対策は重要かつ早急な課題となっています。 

こうした状況を踏まえ、主要管路や浄水場関連施設及び配水池等の基幹施設について 

も耐震診断を実施しながら耐震化を進めるとともに、豪雨災害対策として、浸水対策や 

電源の確保をはじめ、水道施設周辺の法面対策など速やかに進めていく必要があります。 
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４ 水道事業の経営 

水道施設は老朽化の進行に伴い、計画的な設備更新や施設統合を順次進めていく必要

があります。 

特に、施設の長寿命化及び基幹施設の耐震化事業等を滞りなく実施していくため、今

後も多額の支出が必要となることが見込まれています。 

それに対し、収入面では、給水人口の減少及び節水機器の普及などにより有収水量の

増加は見込めないことから、現在の料金体系では料金収入の減少が見込まれています。 

このような状況の中、事業の将来像や運営方針を明確化し、適切な施策選択をすると

ともに、経営状況に即した適正な料金設定などの収入確保と支出の削減を柱とした効果

的・効率的な事業の運営を図る必要があります。 

 

５ サービス 

 平成 27 年 10 月から「上田市上下水道局料金センター」を開設し、更なる利便性向上

と経営の効率化を図っています。 

  情報公開については広報誌の作成、ホームページ掲載、うえだ環境フェアへの出展や

浄水場施設見学会の開催、バスハイク等を通じて積極的に公開する取り組みを推進して

います。 

また、菅平地区の水源から取水した水を 500ml のペットボトル「菅平の天然水」とし

て作製しており、各種イベントでの配布など、上田市の安心・安全な水について周知を

図っています。 

  今後も利用者のニーズを的確に捉え、費用対効果を考慮しながら、サービスのあり方

を検討していく必要があります。 

 

６ 有収率（※8） 

有収率は平成 30 年度 83.54％と給水人口が全国平均と比較して低い水準であるため、 

令和 11 年度には 90.0％以上に達することを目標として継続的に漏水調査を実施し、漏水 

調査の結果を反映した老朽管の更新事業を計画的に実施していきます。    

 

 上田市（平成 30 年度決算） 全国平均（平成 30 年度決算） 

有収率 83.54％ 89.92％ 
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７ 人材育成 

  上水道建設から維持に携わってきた熟練技術者の退職や職員異動等により、技術力の

確保が難しくなってきており、上水道技術者の育成及び技術の継承が課題となっていま

す。 

今後、老朽化した施設の計画的な更新や災害時の対応など課題もあることから、技術

の継承に向けて計画的に取り組む必要があり、職員に対して外部研修などの受講や資格

取得の奨励、防災訓練の実施による職員の危機管理対応能力の向上を促進し人材育成を

図る必要があります。 

 

８ 経営比較分析表(※9)に見る現状分析 

経営比較分析表（期間：平成 26～30 年度）を作成し、分析しました。 

経営比較分析表は次ページから掲載いたします。 

なお、指標の計算式や意味については、資料編中「資料５ 経営比較分析表登載指標

の計算方法と意味」をご覧ください。 
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【表
の

分
析

】

（
M
+
N
+
O
）
/（

C+
D
+
E）

２
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て
有
形
固
定
資
産
減
価
償
却
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
30
年
度
は
49
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

管
路
経
年
化
比
率
も
同
様
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
お
り
、
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
る
管
路
延
長
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の

反
面

、
管

路
更

新
率

は
類

似
団

体
平

均
値

と
比

較
し

て
低

水
準

で
あ

り
、

管
路

の
更

新
は

老
朽

化
の

進
行

具
合

に
比

較
す

る
と

緩
や

か
に

実
施

し
て

い
る

状
況

と
な

っ
て

い
ま

す
。

３
全

体
総

括
現
状
を
総
じ
て
健
全
経
営
を
維
持
し
て
い
る
が
、
今
後
、
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及
等
に
よ
り
料
金
収
入
が
減
少
す
る
一
方
で
、
多
大
な
施
設
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
の

更
新
費
用
、
修
繕
費
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

老
朽
化
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
※
10
）
等
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
更
新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

配
水
能
力
に
余
剰
が
生
じ
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
統
廃
合
（
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
）
等
に
よ
り
、
施
設
規
模
の
適
正
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

有
収

率
の

低
さ

に
つ

い
て

は
、

漏
水

が
主

な
原

因
と

推
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

漏
水

調
査

を
実

施
し

て
、

漏
水

箇
所

の
補

修
・

更
新

を
継

続
的

に
実

施
し

、
有

収
率

の
向

上
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

１
経

営
の

健
全

化
・

効
率

性
に

つ
い

て
経
常
収
支
比
率
が
10
0％

を
超
え
、
累
積
欠
損
比
率
が
0%
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
営
の
健
全
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
料
金
回
収
率
が
10
0％

を
下
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
給
水
に
係
る
費
用
を
水
道
料
金
以
外
の
収
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

流
動
比
率
は
、
平
成
29
年
度
は
44
2.
25
％
、
平
成
30

年
度
は
46
1.
85

％
と
短
期
の
支
払
能
力
で
あ
る
10
0％

以
上
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

企
業
債
残
高
対
給
水
収
益
比
率
は
、
平
成
27

年
度
よ
り
ほ
ぼ
横
ば
い
に
推
移
し
て
い
る
が
、
必
要
な
更
新
を
行
い
つ
つ
、
適
正
な
料
金
収
入
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

給
水
原
価
は
、
類
似
団
体
平
均
値
よ
り
低
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
中
、
今
後
の
更
新
に
よ
り
更
に
給
水
原
価
が
上

昇
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

施
設

利
用

率
は

、
人

口
減

少
や

節
水

機
器

の
普

及
等

の
社

会
情

勢
の

変
化

に
よ

り
、
50

％
台

で
推

移
し

て
お

り
配

水
能

力
に

余
剰

が
生

じ
て

い
ま

す
。

有
収

率
は

平
成
27

年
度

に
86
％

と
上

昇
し

た
も

の
の

、
類

似
団

体
平

均
値

よ
り

低
い

水
準

に
あ

る
。

こ
の

主
な

原
因

は
管

路
の

老
朽

化
に

伴
う

漏
水

に
よ

る
も

の
と

推
定

さ
れ

て
お

り
、

漏

水
を

解
消

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
っ

て
い

ま
す

。
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９ 経営戦略の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ［水
道

］
目

標
実

績

平
成

30
年

度
平

成
30

年
度

水
質

基
準

不
適

合
率

0.
0%

0.
0%

○
目

標
値

の
0.

0%
を

維
持

し
て

い
ま

す
。

水
質

検
査

結
果

の
公

開
毎

年
毎

年
○

給
水

及
び

原
水

の
水

質
検

査
を

定
期

的
に

行
っ

て
お

り
、結

果
に

つ
い

て
、ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
開

し
て

い
ま

す
。

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

継
続

継
続

○
効

果
的

で
実

践
的

な
も

の
と

な
る

よ
う

、随
時

見
直

し
を

行
っ

て
い

ま
す

。

事
業

継
続

計
画

（B
CP

）（
※

11
）の

策
定

策
定

策
定

○
効

果
的

で
実

践
的

な
も

の
と

な
る

よ
う

、随
時

見
直

し
を

行
っ

て
い

ま
す

。

災
害

時
に

お
け

る
協

力
体

制
の

構
築

継
続

継
続

○
平

成
２９

年
７月

に
長

野
県

企
業

局
と

協
定

を
結

び
、い

ち
早

い
施

設
復

旧
が

可
能

と
な

る
体

制
の

構
築

に
努

め
て

い
ま

す
。

浄
水

施
設

耐
震

化
率

（※
12

）
10

.3
%

13
.7

%
○

計
画

的
な

更
新

を
進

め
た

結
果

、前
回

ビ
ジ

ョン
の

目
標

値
を

上
回

っ
て

お
り

、今
後

も
補

強
ま

た
は

更
新

を
行

い
ま

す
。

配
水

池
耐

震
化

率
41

.5
%

33
.9

%
☓

耐
震

化
計

画
に

基
づ

き
、長

期
的

な
視

点
で

の
施

設
整

備
を

行
い

、耐
震

診
断

の
結

果
に

基
づ

き
、随

時
耐

震
化

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

基
幹

管
路

の
耐

震
化

率
6.

7%
25

.7
%

○
基

幹
管

路
は

水
道

施
設

の
根

幹
を

な
す

管
路

で
あ

り
、重

点
的

に
耐

震
化

を
進

め
た

結
果

、目
標

値
を

上
回

っ
て

お
り

、今
後

も
可

能
な

限
り

早
急

に
耐

震
化

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

管
路

の
耐

震
化

率
6.

8%
8.

7%
○

計
画

的
な

修
繕

を
進

め
た

結
果

、目
標

値
を

上
回

っ
て

お
り

、今
後

も
計

画
的

に
進

め
て

い
き

ま
す

。

基
幹

管
路

の
耐

震
適

合
率

（※
13

）
34

.5
%

44
.4

%
○

耐
震

化
へ

の
更

新
を

進
め

た
結

果
、目

標
値

を
上

回
っ

て
お

り
、今

後
も

可
能

な
限

り
早

急
に

耐
震

適
合

管
の

布
設

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

管
路

の
耐

震
適

合
率

32
.0

%
26

.7
%

☓
震

災
な

ど
の

影
響

で
適

合
管

の
基

準
を

変
更

し
た

た
め

、目
標

値
を

下
回

り
ま

し
た

が
、長

期
的

な
視

点
で

継
続

的
に

耐
震

化
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

資
金

不
足

比
率

（※
14

）
0.

0%
0.

0%
○

流
動

資
産

が
流

動
負

債
を

下
回

っ
た

こ
と

が
な

く、
資

金
不

足
が

発
生

し
て

い
な

い
た

め
、資

金
不

足
比

率
も

０％
を

維
持

し
て

い
ま

す
。

経
常

収
支

比
率

10
0％

以
上

を
維

持
11

5.
7%

○
１０

０％
以

上
を

維
持

し
て

お
り

ま
す

が
、今

後
は

投
資

の
増

加
に

伴
い

、厳
し

い
状

況
と

な
り

ま
す

。

有
収

率
88

.0
%

83
.5

%
☓

目
標

値
の

下
回

っ
た

要
因

と
し

て
、管

路
の

老
朽

化
に

伴
う

漏
水

が
予

想
以

上
に

多
か

っ
た

と
考

え
ら

れ
て

お
り

、継
続

し
た

漏
水

調
査

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

検
　　

　　
　証

結
果
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第 2章 経営の基本方針 

これからの水道事業は、給水人口や料金収入の減少、水道施設の更新需要の増大、

頻発する自然災害への対応等に直面することとなり、このような状況を踏まえ、上田

市水道事業が進むべき方向をより明確にするため、新たな基本理念として「安全と安

心、持続可能な水道をいつまでも」としました。 

  この基本理念のもと、今後 40 年間の長期を見据え、水道事業が目指していくべき

理想像として、「安全な水の供給」、「災害に強い強靭な施設づくり」、「安定した事業

経営の持続」を基本方針とし、これに沿って各種施策や取組を進めていきます。 

 

１ 安全な水の供給 

（１） 良質な水源の確保と維持 

ア 良質で経済的な地下水源の運用拡大 

新水源の開発として、令和 2年度につちや水源の運用開始、令和 6年度に滝の入水源 

の運用開始を目標とし、武石地域でも新たな水源の調査を予定しており、良質で経済的 

な水を供給する体制を構築します。 

新たな水源の開発により、現在使用している気象の影響を受けやすい湧水水源の代替 

や、配水系統間の相互融通等、水運用の改善を図ります。 

イ 水道水源の保全 

湧水及び地下水源を良好な状態に保つため、関係団体等と連携し保全活動に努めて 

いきます。 

また、民間が所有する水源地に対し、「長野県豊かな水資源の保全に関する条例」等 

の制度を活用し、水道水源保全のために必要な対応を検討していきます。 

 

（２） 水道水の安全性のさらなる向上 

ア クリプトスポリジウム等への対策の徹底 

菅ノ沢水源のクリプト等への対策として、三島平配水池へ膜ろ過設備の設置をしま 

す。膜ろ過設備の設置が完了するまでは、水質監視の徹底によりリスク低減に努めます。 

イ 水道水質管理体制の強化 

今後もより安全な水道水の供給を目指し、水安全計画や関連マニュアル等の見直し・

改善を図り、さらに管理体制を強化していきます。 

ウ 給配水施設での水質劣化防止 

定期的に配水池や配水管の清掃を行っていきます。また給水装置の清掃実施等を常に

呼びかけていきます。 
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２ 災害に強い強靭な施設づくり 

（１） 災害時にも水道水の供給が可能な施設づくり 

ア 水道施設及び管路の計画的な更新と耐震化 

施設と管路の更新及び耐震化の考え方については、限られた財源の中で効率的かつ効

果的な事業を実施するため、施設の重要度を整理し、アセットマネジメントによって財

源的な裏付けを持ちつつ事業を進めていきます。【年平均投資額 約 15 億円】 

計画的な管路の更新を行う中で、今後、更新を実施しないと仮定した場合、令和 10

年度末においての経年化率は31.8%まで上昇するため、経年管の更新を継続的に実施し、

令和 10 年度までに経年化率 25.0%を目指します。 

また耐震化については、今後 10 年間で浄水場の耐震化率を 14%から 45％、配水池の

耐震化率を 34％から 70％、基幹管路の耐震適合率を 44％から 72％を目指します。 

イ 安定的な送配水システムの構築 

真田及び武石地域での水源開発の進捗を踏まえ、送配水系統の見直しを進め、極力自

然流下でのシステムとなるように努めます。 

緊急時に水を相互融通するため、上田・丸子地域間に緊急連絡管を設置し、2系統化

によるバックアップ体制の構築を目指します。 

 

（２） 災害時の迅速な復旧体制と応急給水体制の構築 

ア 被災水道施設の迅速な復旧体制の構築 

危機管理マニュアルの見直し、改善を継続的に行うとともに、周辺水道事業体をはじ

め、関連団体と合同で災害対応訓練を実施します。 

イ 緊急時の応急給水体制の整備 

応急給水補給所としての機能を持つよう、基幹配水池及び主要配水池の耐震化、緊急

遮断弁（※15）の設置を進めていきます。 

給水拠点となるよう、広域避難所を中心に仮設給水タンクの設置を進めるとともに、

停電が発生しても浄水場や送水施設等が機能を失わないよう、自家発電設備の設置を進

めて行きます。 

応急給水貯留量（耐震化済かつ緊急遮断弁設置済の配水池容量）について、現在 9,300

㎥から 10年後には 24,420 ㎥を目標とします。 
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３ 安定した事業経営の持続 

（１） 企業経営意識による健全経営の維持 

ア 水道水供給にかかる経費の削減 

水道システム全体を見直し、効率化を推進することにより、動力費や薬品費などの

費用軽減に努めます。 

漏水量を減少させ、有収率の改善を図り、令和 11年度までに 90％以上を達成するこ

とを目標とします。 

イ 戦略的かつ効率的な投資 

アセットマネジメントを活用した効率的な施設更新を進めるとともに、水道施設の

統廃合やダウンサイジングの検討を進めていきます。 

施設の統廃合については、湧水水源を現在 13 箇所から 11 箇所、配水池を現在 101

箇所から 98 箇所、ポンプ場を現在 49 箇所から 47箇所を目標とします。 

ウ 事業運営状況の把握と改善 

  厳しい経営環境の中で、健全な水道事業を運営するために、今まで以上に経営の効

率化と経費削減を行いながら、中長期的な事業の把握と財源との整合を図るとともに、

各事業年度でのローリングにより、適切な事業の選択と集中を行っていきます。その

うえで、適正な水道料金のあり方について、継続的に検討を進めていきます。 

  水道料金のあり方については、上田市上下水道審議会の意見・提言などを踏まえて

検討し、さらにこれからの水道事業に要する費用負担のあり方など、水道料金に関す

るさまざまな情報を利用者の皆様にお知らせし、透明性を高めていきます。 

 

（２） 業務体制の強化と効率化 

ア 技術継承による将来の人材育成 

水道事業の持続には、さまざまな業務における専門性に富んだ人材育成が必要であ

ることから、若手職員に対する業務を通じた技術指導・技術継承を積極的に行うこと

に加え、外部講習への参加や各種資格の取得を奨励していきます。 

イ ＩＴやＡＩ等の活用による業務の効率化 

 現在進めている施設図面や台帳等の電子化作業を継続していきます。さらに、先進

事業体での ITや AI の活用事例についても情報収集を行い、水道事業での適用の可能

性について検討を進めていきます。 

ウ 民間活力の導入の検討 

  これまでも水道の検針や開閉栓、料金徴収、一部の水質検査等を民間企業に委託し

てきましたが、今後は民間企業に委託する業務分野の幅を広げていくことも考える必

要があります。 

  また上田市としては、コンセッション方式により水道事業の運営権を民間企業に委

ねる予定はありませんが、他事業体の動向等に関する情報収集は行っていきます。 
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（３） 親しみがあり信頼される水道事業づくり 

ア 利用者ニーズの把握によるサービスの向上 

利用者ニーズの収集手段を拡大するとともに、他事業体での取組等の情報収集を進

め、これらを踏まえたサービスの向上に努めていきます。 

イ 効果的な広報活動の実施 

水道事業への理解を深めていただくため広報誌を発行します。時代に即した情報発

信の方法を見定めるとともに、小学生を対象とした施設見学会を継続的に実施するな

ど、効果的な広報手法の検討と実践に努めます。合わせて、菅平地区の水源から取水

した水を 500ml のペットボトル「菅平の天然水」として作製しており、各種イベント

での配布など、上田市の安心・安全な水について周知を図っています。 

 

（４） 環境にやさしい水道事業の構築 

ア 水道事業における環境負荷の低減 

水道事業における環境負荷低減の方策として、省エネルギーの推進、再生可能エネ

ルギーの積極利用及び資源の有効利用（資源循環）に関する取組を行っていきます。 

 

（５） 他事業体との広域的連携 

ア 広域的連携による事業基盤の強化 

財政面や人材不足等に対応していくため、今後も千曲川流域を中心とした長野県企

業局の給水区域が重複する市町である「長野県企業局、長野市、上田市、千曲市、坂

城町」の 5事業体で進めている「千曲川流域グループ」と上小圏域を中心とした「長

野県企業局、上田市、東御市、長和町、青木村」の 5事業体で進めている「上小圏域

グループ」との広域的な連携について検討を進めていきます。 
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第 3章 投資・財政計画 

次ページから掲載いたします。 
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１ 投資・財政計画の前提条件 

  収益的収支(※16)については、平成 30年度までの実績を基礎に、将来の人口動態を考

慮して算定しました。 

  なお、支出では人件費や物件費等の物価上昇は見込まず、現状の水準で推移するもの

とし、修繕費については今後発生すると見込まれる計画的な修繕及び緊急的な修繕を修

繕計画として計上した金額を使用しています。 

  資本的収支(※17)については、基幹施設の耐震化事業、アセットマネジメント手法に

基づく管路及び施設の更新事業等について 10 年間の投資計画に落とし込み、国の財政支

援が継続することを前提として算定しています。 

 

２ 投資について 

（１） 主な投資の内容 

    主に以下の事業について、建設コスト縮減及び事業費の平準化を図りながら推進 

していくものとしています。なお、主な投資内容については、資料編中「資料３ 主 

な建設改良費一覧(R2-R11)」をご覧ください。 

  ア 施設耐震化事業 

    令和元年度からの 3 年間で主要施設の耐震診断を完了させることを目標とし、完

了後、2年程度で診断結果を踏まえて耐震化計画を見直し、耐震化すべき施設、早急

に更新すべき施設を整理し、事業の優先順位を決定していきます。 

  イ 施設更新事業 

取水施設では、泉町水源のポンプ設備のインバーター化工事を予定しています。 

浄水施設及び送配水施設では、染屋浄水場の更新計画を策定し、この計画を踏ま

え、染屋浄水場の沈澱池、緩速ろ過池及び染屋第 1 配水池などを更新していく予定

です。 

送配水施設では、主要配水池への緊急遮断弁の設置のほか、主要ポンプ場への自

家発電設備の設置を予定しています。 

  ウ 管路更新事業 

    令和元年度から令和 6 年度までは、つちや・滝の入水源－石舟配水池間の導水管

及び送配水管整備を継続予定です。 

    また基幹管路及び経年管路の更新を進めながら、施設更新の状況を踏まえて効率

的な事業の実施に努めます。 
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 ３ 財源について 

（１） 収益的収入 

    平成 30 年度までの実績を基に、将来の人口動態を考慮して算定しました。主な収

益的収入は、営業収益の給水収益、営業外収益の他会計補助金(※18)、長期前受金

戻入(※19)、及び下水道事務受託収益(※20)です。 

    給水収益については、今後の行政人口や有収水量の減少に伴い減収は避けられな 

いものと想定しています。 

    料金改定は原則として 4年毎に検討を実施することとしており、平成 29 年度から

令和 2年度の水道料金は据え置きました。令和元年 10月 1日に消費税率改定に伴う

料金改定を実施しましたが、現行料金体系については据え置くこととしました。し

かし、給水人口の減少とともに給水収益（水道料金収入）が徐々に減少していくと

見込まれることに加え、施設の耐震化や更新に伴う費用の負担が大きくなるため、

現状のままでは 10 年後には利益及び内部留保資金ともにほぼなくなる見込みです。

令和 3 年度以降の水道料金については、必要性や実施時期を慎重に判断していきま

す。また、改定する場合は、利用者の理解を得るため、十分な説明を行います。 

    他会計補助金については、公営企業の原則である独立採算の考えの下、国が示す

繰出基準に基づく繰入を行っていますが、他会計補助金の大部分を占めているもの

は簡易水道事業において借り入れた企業債元利償還金に対する繰入です。 

長期前受金戻入については、平成 27年度から令和元年度にかけて実施した真田地

域簡易水道統合整備事業に係る国庫補助金が無くなることから、今後減少傾向と見

込んでいます。 

下水道事務受託収益は、将来見込まれる必要経費を基に、概ね一定額を見込んで

います。 

  

（２） 資本的収入 

    基幹施設の耐震化事業、管路及び施設の更新及び新設事業を投資計画に落とし込

み、各年度で必要になる財源を算定しました。主な資本的収入は、国庫補助金、他

会計補助金、工事負担金、消火栓設置負担金(※21)、企業債借入です。 

    資本的支出のうち、建設改良事業に係る財源については、国の財政支援を事業別

の補助率に応じて事業費 4 分の 1 又は 3 分の 1 程度見込んでいます。更に、道路改

良等の他事業に伴う工事負担金の他、消火栓の新設・更新に伴う一般会計からの消

火栓設置負担金、企業債借入、及び内部留保資金(※22)の充当を見込んでいます。 

    資本的支出のうち、企業債償還金の財源は、他会計補助金、減債積立金(※23)、

内部留保資金を見込んでいます。 
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第 4章 効率化・経営健全化への取組 

１ 組織、人材及び定員に関する事項 

（１）組織、機構、人員の適正化 

ア 適時の状況把握 

事業規模や業務内容の把握に努め、組織形態、職員数、業務量の整合を図ります。 

イ 研修・資格取得の促進 

熟練技術者の退職や職員異動で技術力の確保と継承が難しくなってきています。

また、地方公営企業法を全部適用していることから、水道に係る専門知識に加え、

公営企業職員として企業会計に対する知識の習得も求められます。これらの課題を

解決するために、これまで以上に外部研修受講や資格取得の奨励を促進し人材育成

を図ります。 

 

２ 施設の統合・合理化に関する事項 

（１）施設の統合・合理化 

ア 水道施設の統廃合の検討 

送配水系統の見直しや代替施設の活用により、施設の合理化ができる見通しであ

り、湧水水源、ポンプ場及び配水池の縮減が可能となり、施設の更新・維持管理費

用の節減につながる見込みです。 

イ アセットマネジメント手法による投資の平準化 

構築物、機械設備、管路等の施設の更新に関しては、給水人口の規模に反して過

大な設備投資とならないよう、施設の必要性を検討しながら、アセットマネジメン

ト手法による投資の平準化を行い、単年度あたりの建設改良費が過大とならないよ

う経営の健全化を進めていきます。 

 

３ 災害・危機管理対策に関する事項 

（１）耐震化の推進 

ア 施設の耐震化 

大規模地震の発生時などに備えて、主要管路の耐震化を引き続き進めるととも

に、浄水場関連施設や配水池等の基幹施設についても耐震診断を実施しながら耐震

化を進めていきます。 

イ 重要給水拠点に至る管路の耐震化 

  災害時の避難所となる重要給水拠点について、施設に至る管路の耐震化を推進し

ます。 
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（２）緊急連絡管の布設、通水訓練及び操作訓練の実施 

ア 緊急連絡管の布設、通水訓練及び操作訓練の実施 

  緊急連絡管の布設を引き続き進めるとともに、通水訓練及び操作訓練を定期的に

実施していきます。 

（３）危機管理体制の充実   

ア 被災水道施設の迅速な復旧体制の構築 

  各種の災害に備え、危機管理マニュアルを適時に点検するとともに、災害対応訓

練を定期的に実施して職員の危機管理対応能力の向上を図ります。 

  また、災害時の施設復旧には、市の他部局や民間企業との連携が必須であり、関

係機関との合同訓練を実施し、いち早い施設復旧が可能となる体制の構築に努めま

す。 

イ 緊急時の応急給水体制の整備 

  応急給水補給所としての機能を持つよう、基幹配水池及び主要配水池の耐震化、

緊急遮断弁の設置を進めていきます。 

  給水拠点となるよう、広域避難所を中心に仮設給水タンクを設置していきます。 

  停電が発生しても浄水場や送水施設等が機能を失わないよう、自家発電設備の設

置を進めていきます。 

 

４ 共同・広域化の検討に関する事項 

（１）共同・広域化の検討 

ア 共同・広域化の検討状況 

改正水道法（平成 30年 12 月公布）の一つの柱である広域連携としては、千曲川

流域を中心とした長野県企業局の給水区域が重複する市町である「長野県企業局、

長野市、上田市、千曲市、坂城町」の 5事業体で進めている「千曲川流域グループ」

と上小圏域を中心とした「長野県企業局、上田市、東御市、長和町、青木村」の 5

事業体で進めている上小圏域グループに属しています。 

今後もこれらの検討会を活用し、上田市のみならず各市町村にとってよりよい広

域的連携方法を模索するため、結論ありきでない検討を進めていきます。 

 

５ 民間の資金、ノウハウの活用に関する事項 

（１）検針、滞納整理、窓口業務の包括的委託 

ア 一層のサービス向上 

上下水道料金の収納等に関する業務を民間業者に包括委託したことにより、費用

削減など一定の成果を得ることができました。今後はサービス水準の維持向上を念

頭に、日常業務のほか、非常時の対応などを含めた更なる業務改善を検討します。 
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（２）施設・設備等の包括的委託 

ア 民間活力の導入の検討 

水道職員の減少に伴い、今後は民間企業のノウハウや資金力を生かした事業経営

が必要になることが想定され、これまでより広い範囲での民間活力の活用方法を検

討していきます。 

また平成 30 年 12 月に改正水道法が公布され、官民連携の選択肢が広がりました。 

委託の現状として、一部の水質検査、浄水場の宿日直などがありますが、上田市

としては、コンセッション方式により水道事業の運営権を民間企業に委ねる予定は

ありません。しかし今後も他事業体の動向等に関する情報収集は行っていきます。 

 

６ 資金不足比率に関する事項 

（１）資金不足比率の状況 

ア 健全指標の維持 

地方財政法に定める資金の不足は発生していません。今後も資金不足の状態に陥

ることのないよう財政状況の健全化に努めます。 

 

７ 資金管理・調達に関する事項 

（１）内部留保資金と企業債償還 

ア 内部留保資金の活用 

減価償却費等によって生じる内部留保資金を適切に見積もること、また、その内

部留保資金を活用して事業を行ってくことを基本とします。今後、老朽化した施設

の長寿命化事業、基幹施設の耐震化事業等が予定されておりますが、内部留保資金

とのバランスに留意しつつ、現在の企業債残高 77 億円を増加させないようにしま

す。 

（２）給水収益 

ア 料金改定について 

料金改定は原則として 4年毎に検討を実施することとしており、平成 29年度か 

ら令和 2 年度の水道料金は据え置きました。令和元年 10 月 1 日に消費税率改定に

伴う料金改定を行ったものの、現行料金体系については据え置くこととしました

が、給水人口の減少とともに給水収益（水道料金収入）が徐々に減少していくと見

込まれることに加え、施設の耐震化や更新に伴う費用の負担が大きくなるため、現

状のままでは 10 年後には利益及び内部留保資金ともにほぼなくなる見込みです。

令和 3年度以降の水道料金については、必要性や実施時期を慎重に判断していきま

す。また、改定する場合は、使用者の理解を得るため、十分な説明を行います。 
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（３）一般会計繰入金 

ア 一般会計繰入金の見通し 

一般会計からの繰入金については、地方公営企業法第 17 条の 2 に定められてい

る経費負担の原則に基づき、毎年度国から示される繰出基準に基づいた金額を繰り

入れしていきます。 

しかしながら、近年の厳しい財政状況により、一般会計からの繰入金については

段階的に減少していくことが見込まれているため、状況を注視しながら適切な収入

額の確保を図っていきます。 

（４）キャッシュ・フロー計算書(※24) 

ア キャッシュ・フロー計算書による資金の流れの把握 

  事業の運転資金に影響する現金収支は、損益計算書では分かりづらいためキャッ

シュ・フロー計算書により資金増減の要因を把握します。 

（５）資金運用 

ア 運用状況 

平成 26 年度に、大阪府公債 1 億円(10 年債、利率 0.695％)を購入しましたが、

平成 27 年度以降は日本銀行のマイナス金利政策に伴う金利水準の低下もあり運用

を見送っています。 

イ 安全性の確保 

  現状はマイナス金利に伴い運用益が得にくい状況であるため、安全性に十分に配

慮し、適切な資金管理に努めます。 

 

８ 情報公開に関する事項 

（１）情報公開 

ア ホームページ、広報誌の活用 

水道事業は、水道の加入、閉開栓、使用、料金支払等について利用者の皆様の理

解と協力が必要不可欠です。水道に関する情報や経営状況等も含め今後もホームペ

ージ、広報誌等により情報公開に努めていきます。 

イ うえだ環境フェアへの出展、見学会の開催 

毎年度開催される「うえだ環境フェア」へ今後も出展し、パネル展示やきき水等

のイベントを通じて水道事業について周知いたします。また、施設の見学会やバス

ハイク等を今後も継続して行い、一層の理解を得られるよう努めます。 

ウ アンケート実施によるニーズの収集と把握 

各種イベント時に実施したアンケートを通じ、今後もニーズの収集、把握に心が

け、タイムリーな情報公開・情報提供に努めます。 

 

 


